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要 旨

本稿「清水安三を通して見た日中民間交流」は、北京の崇
すう

貞
てい

学
がく

園
えん

と東京の桜美林
おうびりん

学園
がくえん

の創

立者である清水安
しみずやす

三
ぞう

先生（1891〜1988、以下敬称略）の生涯にわたる日中民間交流における

役割について、先行研究における課題に注目しながら考察するものである。

本稿では民間人である清水に焦点を当て、その人的交流について調べてみた。「日中国交

正常化」（1972）より以前、中国に滞在していた 1920～40 年代にすでに清水は日本人と中国

人との人的交流において極めて重要な役割を果たしていた。筆者はこのような人的交流の継

続こそが日中両国の文化交流の土台を形成したと主張する。

以下、研究方法、研究成果について述べ、続いて各章の内容を順に要約する。

研究方法

文献調査、インタビュー調査に加えて、日本で未発表の中国語文献に分析を加えた。また、

清水の親族への二度のインタビューで得た一次資料を活用した。

研究成果

1. 1917 年～46 年まで中国に滞在していた清水の事例から、1972 年に「日中国交正常化」が

実現する以前にも日中民間交流が行われていたことが分かる。

2. 清水の『復活の丘』（学園広報誌）、『石ころの生涯』（遺稿集）、『北京週報』や『読

売新聞』への投稿文、および「清水安三との会見記」（以下、「会見記」）と題する『人

民日報』の記事から、清水が魯迅
ろ じ ん

（1881～1936、本名は周
しゅう

樹
じゅ

人
じん

、中国の小説家、翻訳家、

思想家）や周作人
しゅうさくじん

（1885～1967、中国の翻訳家、散文家、魯迅
ろ じ ん

の弟）など多岐にわたる

中国の知識人とのネットワークを構築し、人的交流において極めて重要な役割を果たした

ことが判明する。

3. 清水の嫡孫へのインタビューにより、1972 年に中国政府から招待された際、清水が訪中

しなかった理由の一端をうかがいしることができる。

第 1章 問題提起および先行研究の課題

ここでは先行研究における課題と本稿の意義について述べる。

1．清水の中国時代に焦点を当てた先行研究は日本語・中国語ともに少なく、ほとんどの研究

が 1946 年以前のものである。本稿では 1946 年から 1988 年に清水が逝去するまでの中国

の民間交流活動についても考察する。

2. 2023年 7月現在、中国語の文献には、まだ日本語に翻訳されていないものがある。本稿は

「会見記」を日本語で紹介するものである。

3. 清水は 1946年の帰国後も日中の架け橋として民間交流に力を注いだが、彼のこうした役割

はあまり知られておらず、この時期の研究は今まで見当たらない。

第 2章 清水安三の幼少期と青年時代(1891〜1915)

ここでは、清水が幼少期から青年時代にかけて多大な影響を受けた四人の人物を紹介する。

一人目は、幼少期、清水が憧れた同郷の先人、江戸時代初期の儒学者で日本陽明学の開祖で

ある中江藤樹である。二人目は、清水が中学時代に出会い、キリスト教の感化を受け、外国
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伝道師という着想を得た、英語教師・宣教師・建築家という多様な才能があるヴォーリズで

ある。三人目は、清水の誕生前年に他界したが、同志社大学在学中に清水が強い感銘を受け

た、同志社大学の創立者であり、日本でキリスト教主義教育を実現した新島襄である。最後

に紹介するのは、同志社大学で出会った後輩で、清水同様キリスト教プロテスタント会衆派

教会に所属し、のちに清水の妻となる横田美穂である。

第 3章 崇貞学園時代(1921〜1945)

明治維新および日清戦争の勝利により、当時の日本の知識人やキリスト教関係者の間では

清朝（中国）を蔑視する傾向があったが、日本仏教の発展に多大な貢献をした鑑真和上に刺

激を受けた清水は「日本の鑑真」になるべく、宣教師として中国に渡った。前章に引き続き、

中国における清水の思想形成に影響を与えた時代背景について述べる。

1921 年、北京に「崇貞学園」を創立、「愛隣館」を開設し、キリスト教牧師、教育者、ジ

ャーナリスト、および学校経営者を兼任していた清水は、さまざまな民間活動に積極的に取

り組んだ。『北京週報』論説記者当時の清水が取り上げた記事に登場する中国人の数は、清

水との親交が特に深い魯迅、李大釗、胡適、周作人、張伯苓などを含む 26人にのぼる。

例えば「会見記」（約 8000 字）の中に登場する人名、および頻出する人名の数について調

査した結果、「会見記」に頻出する人名の数は日本人 23名、中国人 10名、ロシア人 1名であ

った。魯迅の名前は合計 48回登場し、その内清水が語った回数は 31回に及ぶ。筆者は名前の

登場頻度にしたがって「清水安三が構築した人的ネットワークのイメージ図」を作成し、清

水の中国における人的交流のネットワークを可視化した。こうした文献データおよび清水と

魯迅との親交関係の分析により清水が 1920〜40 年代における日中間ネットワークにおいて主

要人物であったとみなすことができる。

また、クリスチャンであり、上海と神保町の内山書店店主の内山完造は、中国の小説家、

翻訳家、思想家である魯迅の親しい日本人として知られているが、清水と内山、そして魯迅

の交友関係について考察した結果、清水が日中民間交流における主要人物であることが示唆

される。

本章の最後で、清水夫妻が 1924〜26 年にわたって米国に留学することになった動機、留学

資金の出資者、オ-バリン大学を選択した理由について調査し、美穂夫人の逝去（1933）、そ

して小泉郁子との再婚（1936）について述べる。

第 4章 帰国後（1946～1988）

本章では清水の中国引き揚げ後の日本での教育活動、中国との関わり、および日本におけ

る日中民間活動について紹介する。

1946 年、清水は、著名な社会運動家、賀川豊彦に出会い、賀川の仲介で学園建設に必要な

土地を得、桜美林学園を創立する。「桜美林学園の恩人」賀川が学園初代理事長を務めた。

そして、学園経営の功労者と言える清水の再婚相手、清水郁子の協力や、桜美林高校野球部

の夏の甲子園初出場初優勝（1976）により、学園は急速に拡大した。

「日中国交正常化」が実現した1972年、清水は中国政府から招待されたが訪中しなかった。

その経緯および理由の一つとして、清水の親族へのインタビューで得た回答を紹介する。ま

た、桜美林学園には中国関連科目も中国人教員も多く、桜美林学園町田キャンパスには数多

くの中国語名称の建物があるという事例を紹介する。それは中国語および中国文化の教育に
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力を注ぐという清水の建学理念と清水が帰国後も変わらず日本における日中民間交流に尽力

していたことを示している。

第 5章 清水の逝去（1988）とその精神的遺産の継承

ここでは清水の逝去後、日本、中国、米国オーバリン大学から受けた高い評価について紹

介する。続いて生前の清水の思想変容を考察した結果、清水にとってキリスト教の影響が最

も大きかったことがわかった。さらに、桜美林学園と中国との交流を深めた三つの事例、即

ち、中国の陳経綸中学校（旧・崇貞学園）との交流、桜美林大学北京事務所の設置、当時の

中国駐日本大使3名を含む中国要人への桜美林大学名誉博士号授与の事例から、清水の精神的

遺産が桜美林学園に継承されてきたことを示した。

まとめ 清水安三：日中民間交流の主要人物

内山完造が経営している上海の内山書店は「日中文化交流のサロン」として高く評価され

た。太田哲男が2011年の著作『清水安三と中国』（p.66）に、「その内山は上海に渡り、や

がて内山書店を開くことになる。そして、ここに魯迅をはじめとする人々が通ってくるよう

になり、『日中文化交流のサロン』のようになった」と述べる。清水の役割は一般的に余り

知られていないが、1920年代に魯迅と内山を引き合わせるなどしていた清水は、内山の「日

中文化交流のサロン」の実現に力添えしていたと思われる。

ここでは民間人である清水が、1920〜40 年代、日中民間交流ネットワークにおける主要人

物であったことを本稿のまとめとする。最後に、筆者の今後の研究課題について述べた。

キーワード 清水安三 日中 民間 交流 魯迅
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